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程度先行または遅滞しているのかを計算し、BOLD信号の temporal shift (TS) マップを
作成した。SPECTで得られた各マップと TSマップの類似度を相関係数を用いて、また
脳動脈の各領域において脳血管反応性とTSに相関があるのかどうかを線形回帰分析を用
いて評価した。結果：TSマップは安静時脳血流マップ([Z(r)] = 0.058 ± 0.11)より有意に脳
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  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成 31年 3月 1日実施の論文内容とそれに関連した試
問を受け、合格と認められたものである。 
要旨公開可能日：      年   月   日 以降 
